








The Combined Effect of Associated with Caregiver 







































2．Bedside Mobility Scale の開発 
在宅で生活する要介護者においては、特に重度な機能障害を有する要介護者の評価方法
を確立する必要である。要介護者の基本動作能力を評価するために Bedside Mobility Scale































間実施した。介入の実施は、訪問によるリハビリテーション時に行い、1 回の介入は 5 分間
程度とし、その他のサービスは両群とも継続した。介入後調査を完遂した家族介護者（対
照群 10 名、介入群 11 名）を分析した結果、介護者の主観的幸福感が、対照群では低下した
のに対して、介入群では維持されており、有意な交互作用を認めた。この結果は、家族介
護者に対する個別介入が、介護者に対する主観的幸福感に良好な影響を与えることを示唆
し、家族介護者へ対する支援の重要性が確認された。 
 
以上より、介護負担感には、要介護者の身体機能、介護者の主観的幸福感、介護を継続
していく自信の程度、介護者の体力などの要因が直接的、または間接的に関連しており、
これらの相互関係性をふまえ、介護に関する社会支援情報や介助方法、介護者向け体操な
どの家族介護者のニーズに合わせた個別支援による教育プログラムは、心理状態の安定に
有効であることが示された。要介護者ならびにその家族介護者の在宅生活がより良い状態
で延伸するためには、家族介護者に対しても積極的な支援を企画する必要があり、その内
容は多岐にわたるべきであり、重要性は極めて高いことが明示されたと考える。 
